
回覧 令和5年11月　特別号浜松山里いきいき応援隊　長谷山大騎　鈴木千陽

　今年も、旧龍山北小学校で、12月1日（金）～3日（日）の3日間、「龍山、ぽちゃん」を実施します！こ
れまで龍山を訪れた芸術家たちが、龍山で感じたものを、それぞれの芸術の形で表現します。また、昔の龍山
に関する展示も行います。ご家族やお知り合いをお誘い合わせの上お越しください。山いき隊の我々としても、
3年間の活動の集大成となるので、是非足を運んでくださると嬉しいです！
　本回覧では、それぞれの龍山滞在の様子をまじえながら、内容をご紹介します。

静岡文化芸術大学 デザイン学部 デザイン学科 特任助手 の皆さん

龍山に所縁のある木材を用い、金原鎌をモチーフに、
人々が下刈りという手作業を通して環境との関わりを
持っていた様子と、その軌跡を表現します。

「木と鉄で地を」　山口 貴一

龍山に所縁のある木材を使い、参加者全員が集合的に
作り上げる共同制作作品。木のマグネットに思いおも
いの模様を描く体験型イベントです。

「天竜材で作ろう！みんなの集合紋様アート」
　　　　　　　　　　　　　　　　　羽島昂平

龍山に所縁のある杉や桧などの木材を一部織り込んで
タペストリーの展示。五感を使って龍山の空気感を感
じられます。

「龍山を織る」　丹羽あや

龍山に所縁のある木材と銅を用いた、龍をイメージし
たモビール（可動式の展示物）作品。銅板には事前に
地域の皆さんから集めたメッセージが刻まれています。

木と銅を用いたモビール　横地敬

補助：西山雄大

これまでにリサーチやたつっ子交流会などに足
を運んで、地域との交流をはかってくれました。

2022 年マイクロアートワーケーションで龍山を訪れた芸
術家であるさとうなつみ氏。現在彼女の絵を挿絵に、龍
山の昔話をインターネット上で見られるようにする企画
が進行中です。当イベントでは、その企画のために描き
下ろしてくださった原画を展示します。

絵画展示　さとうなつみ / 画家

マイクロアートワーケーションが終わってからも、挿
絵制作に向けたリサーチのために、何度も龍山に足を
運んでくださいました。また彼女の素敵な人柄もあっ
て、地域の方からこれまで聞いたことのなかった、新
たなお話を伺えたこともありました。



生木画作家のmachi が龍山からイ
ンスピレーションを受けた絵を木
に描き、そこに作曲家 鈴木のぞみ
が音楽をつけた、共同制作作品。

「龍山の音と、描く」　machi

縁あって２年龍山に通った中で見
つけた、この土地の風景など、「小
さな龍山」を描き、展示します。

「私が見つけた小さな龍山」
　　　　　　後藤夏希 / 画家

2023 年秋に滞在した 3人の芸術家が感じ取った龍山を、それぞれの形で表現します。

マイクロ・アート・ワーケーション2023   滞在芸術家
中島 響 / 映像作家久木田 茜 / 美術家山田 洋平 / 舞踊家

龍山の記憶
ダム建設前の天竜川、インクライン、白倉
囃子等、龍山の歩みを資料展示します。ぜ
ひご家族・ご友人とお越しいただき、懐か
しい資料を見ながら、思い出話に花を咲か
せてください。

よみがえる記憶「龍山の歌」
龍山にかつて存在した小・中学校
の校歌や村民歌などを、終日校内
で流します。

龍山ウォールアート   龍×瀬尻のぶか凧

2021 年の龍山ふれあい文化祭で手形で作る龍画の
ライブペイントも行ってくださった、ドラゴンアー
ティスト 國分夢志氏。今回は、龍山の象徴である
龍と、瀬尻地域に受け継がれる伝統文化 ぶか凧を
モチーフとした壁画を制作してくださり、12/2( 土 )
に完成予定です！

國分夢志 / ドラゴンアーティスト

芸術で空き家の可能性を探る！　座談会　12/2（土）10:30~ / 13:00~
スズキサチコ / 画家
アーツカウンシルしずおか主催「クリエイティブ人材による空
き家等の活用を目指した企画提案」事業に参加の芸術家。今秋
滞在した中で作成した龍山の空き家活用案を発表します。また
座談会形式で地域の皆様の意見を伺いたいので、ご参加いただ
き、ご意見をいただけると嬉しいです。

参加者募集！

ライブステージ　12/3（日）11:00~ / 14:00~

田島 隆

山城 和麿

斉藤 珠希

三木 サトル

① タンバリン博士がやってくる！
　 田島 隆 / タンバリン博士

③ “オトノアメ” 木のぬくもり音楽会
 　斉藤 珠希 /マリンバ　三木 サトル /オーボエ

② 龍山昔話の奏
 　山城 和麿 /語りべ

大きなタンバリン、小さなタンバリン、いろんな
音がするタンバリン。タンバリン博士と一緒に音
とリズムを楽しもう！

「天狗の輪」他、秋葉ダムができるもっと昔から龍山に
語り継がれるお話を、語りとタンバリンの音色と一緒
に楽しもう！

たくさんの木が並ぶ大きな楽器 マリンバと、「世界
一難しい木管楽器」とギネスに記されるオーボエ
の、あたたかい音色を感じてみよう。


